






















から体重減少が進んだ.平成 24年 6月 11日に低血糖に
よる意識障害を来たし救急搬送され,その後入院中に誤
嚥性肺炎を併発し,22日に死亡した.全経過は約 11年で



















９．Pallido-nigro-luysial atrophy,a variant of progres-
sive supranuclear palsy(PSP-PNLA)の一剖検例























シスを認めた. タウ免疫染色陽性の neurofibrillary tan-






















木村 正志，?瀬戸 牧子，?岩永 圭介 ?








































Mackenzie et al(2011)らの分類でいう Type Bに相当す
ると考えられた.【参考文献】 Nishihira Y et al. Acta
 
Neuropathol 2008;116:169-182. Nishihira Y et al.
Neuropathology 2009 ;29 :689-696.
図２ 被殻に認められた astrocyteへの tauの蓄積. 通常の
tuft-shaped astrocyteに比べて突起が少なく,その形状
は太く短い.Gallyas-Braak染色.scale bar＝50μm
図２ 小脳歯状核 戻し電顕像.
図１ 小脳歯状核 トルイジン青染色.
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